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１／５

（エックス線の管理に関する知識）

問 １ 下図Ⅰのように、検査鋼板に垂直に細い線束のエッ

クス線を照射し、エックス線管の焦点から５ｍの位置

で、透過したエックス線の１cm線量当量率を測定した

ところ、１６mSv/ｈであった。次に下図Ⅱのように、

この線束を厚さ１８mmの鋼板で遮へいし、同じ位置で

１cm線量当量率を測定したところ１mSv/ｈとなった。

この遮へい鋼板を厚いものに替えて、同じ位置にお

ける１cm線量当量率を０.５mSv/ｈ以下とするために必

要な遮へい鋼板の最小の厚さは(１)～(５)のうちどれ

か。

ただし、エックス線の実効エネルギーは変わらない

ものとする。また、散乱線の影響は無いものとする。

検査鋼板 検査鋼板

遮へい鋼板
線管 測定点 線管 １８mmエックス エックス

の焦点･ ・ の焦点・ ・測定点

１６mSv/h １mSv/h

５ｍ ５ｍ

図 Ⅰ 図 Ⅱ

（１）２０mm

（２）２３mm

（３）２５mm

（４）２７mm

（５）３０mm

問 ２ エックス線に関する次の記述のうち、正しいものは

どれか。

（１）エックス線は、高エネルギーの荷電粒子の流れで

ある。

（２）制動エックス線は、軌道電子が原子核のエネルギ

ー準位の高い軌道から低い軌道へと転移するとき発

生する。

（３）制動エックス線のエネルギー分布は、連続スペク

トルを示す。

（４）エックス線管の管電圧を高くすると、特性エック

ス線の波長は短くなる。

（５）エックス線管の管電圧を高くしても、特性エック

ス線の強さは変わらない。

問 ３ 下図のようにエックス線装置を用いて鋼板の透過写

真撮影を行うとき、エックス線管の焦点から２ｍの距

離にあるＰ点における写真撮影中の１cm線量当量率は

０.２mSv/hである。

エックス線管の焦点とＰ点を結ぶ直線上で、焦点か

らＰ点の方向に１６ｍの距離にあるＱ点を管理区域の

境界の外側になるようにすることができる１週間当た

りの撮影枚数として、最大のものは(１)～(５)のうち

どれか。

ただし、露出時間は１枚の撮影について１５０秒で

あり、３月は１３週とする。

Ｐ Ｑ

（１） ６０枚／週

（２） ９０枚／週

（３）２２０枚／週

（４）３８０枚／週

（５）７６０枚／週

問 ４ エックス線管及びエックス線の発生に関する次の記

述のうち、誤っているものはどれか。

（１）エックス線管は、電流を通じて白熱状態に加熱し

た陰極のフィラメントから放出された熱電子を高電

圧で加速し、陽極のターゲットに衝突させて、エッ

クス線を発生させる。

（２）陽極のターゲットには、高温になるため融点の高

いタングステンが多く用いられ、ターゲットの周囲

には熱伝導性の良い銅が用いられる。

（３）管電流の大きさは、フィラメント加熱用変圧器の

可変抵抗器を調整し、フィラメント電流を変えるこ

とによって制御することができる。

（４）陽極には、発生したエックス線を集束させるため

の集束筒（集束カップ）が設けられている。

（５）エックス線の発生効率は、管電圧とターゲット元

素の原子番号の積に比例する。

鋼板

エックス線管
の焦点



問 ５ 単一エネルギーの細いエックス線束が物体を透過す

るときの減弱に関する次の記述のうち、正しいものは

どれか。

（１）半価層の値は、エックス線のエネルギーが変わっ

ても変化しない。

（２）半価層の値は、エックス線の線量率が高くなるほ

ど大きくなる。

（３）半価層 (㎝)は、減弱係数μ(㎝ )に比例する。ｈ －１

（４）軟エックス線の場合は、硬エックス線の場合より

半価層の値が大きい。

（５）１/１０価層 (㎝)と半価層 (㎝)との間には、Ｈ ｈ

＝ の関係がある。Ｈ
log １０e ｈ
log ２e

問 ６ エックス線と物質との相互作用に関する次の記述の

うち、誤っているものはどれか。

（１）エックス線が光子として原子に衝突したとき、軌

道電子が光子のエネルギーを吸収して原子の外に飛

び出し、光子が消滅する現象を光電効果という。

（２）光電効果が起こる確率は、入射エックス線のエネ

ルギーが高くなるほど大きくなる。

（３）エックス線が光子として軌道電子と衝突し、電子

が原子の外に飛び出し、光子が運動の向きを変える

現象をコンプトン効果という。

（４）コンプトン効果によって散乱したエックス線の波

長は、入射エックス線の波長より長い。

（５）高エネルギーのエックス線が光子として原子核の

近傍を通過するとき、電子と陽電子の対を生成し、

光子が消滅する現象を電子対生成という。

問 ７ エックス線管から発生する連続エックス線に関する

次の記述のうち、正しいものはどれか。

（１）管電圧が一定の場合、管電流を増加させると、連

続エックス線の全強度は管電流に比例して増加する。

（２）管電圧が一定の場合、管電流を増加させると、連

続エックス線の最短波長は短くなる。

（３）管電圧が一定の場合、管電流を増加させると、連

続エックス線の最高強度を示す波長は長くなる。

（４）管電圧と管電流が一定の場合、ターゲット元素の

種類を変えても、連続エックス線の全強度は変わら

ない。

（５）管電圧と管電流が一定の場合、ターゲット元素の

原子番号が小さいほど、連続エックス線の最短波長

は長くなる。
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問 ８ 単一エネルギーで太い線束のエックス線が物質を透

過するときの減弱及び再生係数(ビルドアップ係数)に

関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）太い線束のエックス線では、散乱線が加わるため、

細い線束のエックス線より減弱曲線の勾配は緩やか

になり、見かけ上、減弱係数が小さくなる。

（２）再生係数は、物質への照射面積が大きいほど大き

くなる。

（３）再生係数は、物質の厚さが薄くなるほど小さくなる。

（４）再生係数は、透過後、物質から離れるほど小さく

なり、その値は１に近づく。

（５）再生係数は、入射エックス線の線量率が高くなる

ほど小さくなる。

問 ９ エックス線を鋼板に照射したときの散乱線に関する

次の記述のうち、正しいものはどれか。

ただし、特に記述したもの以外の条件はすべて同一

とする。

（１）散乱線の空気カーマ率は、散乱角が９０°のときに

最も大きい。

（２）前方散乱線の空気カーマ率は、鋼板の板厚が増す

に従って増加する。

（３）前方散乱線の空気カーマ率は、散乱角が大きくな

るに従って増加する。

（４）後方散乱線の空気カーマ率は、散乱角が大きくな

るに従って増加する。

（５）後方散乱線の空気カーマ率は、鋼板の板厚が増す

に従って減少する。

問１０ 管理区域設定のための外部放射線の測定に関する次

の記述のうち、正しいものはどれか。

（１）放射線測定器は、国家標準とのトレーサビリティ

が明確になっている基準測定器又は数量が証明され

ている線源を用いて測定実施日の１年以内に校正さ

れたものを用いる。

（２）測定は、原則として電離箱式サーベイメータを用

いることとし、フィルムバッジ等の積算型放射線測

定器は用いてはならない。

（３）測定点は、壁等の構造物によって区切られた領域

の中央部と境界の床面上１０cmの位置の数箇所とする。

（４）あらかじめ計算により求めた１cm線量当量又は１cm

線量当量率の高い箇所から低い箇所へ順に測定して

いく。

（５）あらかじめバックグラウンド値を調査しておき、

これを測定値に加算して補正した値を測定結果とする。



（ 関 係 法 令 ）

問１１ 電離放射線障害防止規則に基づく健康診断に関する

次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）管理区域に一時的に立ち入るが放射線業務に常時

従事していない労働者に対しては、健康診断の実施

は義務づけられていない。

（２）定期の健康診断において、当該健康診断を行う日

の前６月間に受けた実効線量が５mSvを超えず、かつ、

その後６月間に受ける実効線量が５mSvを超えるお

それのない労働者については、被ばく歴の有無の調

査及びその評価を除く他の項目については省略する

ことができる。

（３）健康診断の項目に異常の所見があると診断された

労働者については、その結果に基づき、健康を保持

するため必要な措置について、健康診断実施日から

３月以内に、医師の意見を聴かなければならない。

（４）電離放射線健康診断結果報告書の所轄労働基準監

督署長への提出は、定期に行った健康診断について

は義務づけられているが、雇入れ又は放射線業務へ

の配置替えの際に行った健康診断については義務づ

けられていない。

（５）健康診断の結果に基づき、電離放射線健康診断個

人票を作成し、原則として３０年間保存しなければ

ならない。

問１２ 次のＡからＥまでの事項について、電離放射線障害

防止規則において、エックス線作業主任者の職務とし

て規定されていないものの組合せは(１)～(５)のうち

どれか。

Ａ 管理区域の標識が法令の規定に適合して設けら

れるように措置すること。

Ｂ 放射線業務従事者の受ける線量ができるだけ少

なくなるように照射条件等を調整すること。

Ｃ 外部放射線を測定するための放射線測定器につ

いて、１年以内ごとに校正すること。

Ｄ 作業場のうち管理区域に該当する部分について、

作業環境測定を行うこと。

Ｅ 外部被ばく線量を測定するための放射線測定器

が法令の規定に適合して装着されているかどうか

について点検すること。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｅ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｃ，Ｄ

（５）Ｄ，Ｅ

ｴｯｸｽ線Ａ

３／５

問１３ 放射線業務従事者の被ばく限度として、法令上、誤

っているものは次のうちどれか。

（１）男性の放射線業務従事者が受ける実効線量の限度

…… ５年間に１００mSv､かつ､１年間に５０mSv

（２）女性の放射線業務従事者（妊娠する可能性がない

と診断されたもの及び妊娠と診断されたものを除く。）

が受ける実効線量の限度

…………………………………… ３月間に５mSv

（３）緊急作業に従事する男性の放射線業務従事者が受

ける実効線量の限度

…………………… 当該緊急作業中に１５０mSv

（４）男性の放射線業務従事者が皮膚に受ける等価線量
の限度

……………………………… １年間に５００mSv

（５）緊急作業に従事する男性の放射線業務従事者が眼

の水晶体に受ける等価線量の限度

…………………… 当該緊急作業中に３００mSv

問１４ エックス線装置を取り扱う放射線業務従事者が管理

区域内で受ける外部被ばくによる線量の測定に関する

次の文中の 内に入れるＡ及びＢの語句の組合せ

として、法令上、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

「最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

頭・頸部であり、次に多い部位が手指である作業を
けい

行う場合、男性又は妊娠する可能性がないと診断され

た女性の放射線業務従事者については Ａ に、女性

の放射線業務従事者(妊娠する可能性がないと診断さ

れたものを除く。)については Ｂ に、放射線測定器

を装着させて線量の測定を行わなければならない。」

Ａ Ｂ

（１）胸部 腹部

（２）頭・頸部及び胸部 頭・頸部、胸部及び腹部

（３）頭・頸部及び胸部 頭・頸部及び腹部

（４）頭・頸部、胸部及び手指 頭・頸部、腹部及び手指

（５）頭・頸部及び胸部 頭・頸部、腹部及び手指



問１５ エックス線の外部被ばくによる線量の測定結果の確

認、記録等に関する次の記述のうち、法令上、誤って

いるものはどれか。

（１）５年間において、実効線量が１年間につき２０

mSvを超えたことのある男性の放射線業務従事者の

実効線量については、３月ごと、１年ごと及び５年

ごとの合計を算定し、記録しなければならない。

（２）１月間に受ける実効線量が１.７mSvを超えるおそ

れのある女性の放射線業務従事者（妊娠する可能性

がないと診断されたものを除く。）の実効線量につ

いては、１月ごと、３月ごと及び１年ごとの合計を

算定し、記録しなければならない。

（３）放射線業務従事者の人体の組織別の等価線量につ

いては、６月ごと及び１年ごとの合計を算定し、記

録しなければならない。

（４）測定結果に基づいて算定し、記録した線量は、遅

滞なく、放射線業務従事者に知らせなければならない。

（５）放射線業務従事者にかかる線量の算定結果の記録

は、原則として、３０年間保存しなければならない。

問１６ 外部放射線の防護に関する次の措置のうち、電離放

射線障害防止規則に違反しているものはどれか。

（１）装置の外側における外部放射線による１㎝線量当

量率が２０μSv/ｈを超えないように遮へいされた

構造のエックス線装置を、放射線装置室以外の室に

設置して使用している。

（２）放射線装置室については、遮へい壁等の遮へい物

を設け、労働者が常時立ち入る場所における外部放

射線による実効線量が、１週間につき５mSvを超え

ないように管理しており、平均４mSv程度となっている。

（３）特定エックス線装置を用いて作業を行うとき、照

射筒又はしぼりを用いると装置の使用の目的が妨げ

られるので、どちらも使用していない。

（４）管電圧１３０kＶのエックス線装置を放射線装置室

に設置して使用するとき、装置に電力が供給されて

いる旨を関係者に周知させる措置として、手動の表

示灯を用いている。

（５）特定エックス線装置を用いて透視を行うとき、定

格管電流の２倍以上の電流がエックス線管に通じる

と、直ちに、エックス線管回路が開放位になる自動

装置を設けている。
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問１７ エックス線装置を用いて放射線業務を行う作業場の

作業環境測定に関する次のＡからＤまでの記述につい

て、法令上、正しいものの組合せは(１)～(５)のうち

どれか。

Ａ 測定は、原則として、６月以内（エックス線装

置を固定して使用している場合において使用の方

法及び遮へい物の位置が一定しているときは１年

以内）ごとに１回、定期に行わなければならない。

Ｂ 測定は、１㎝線量当量率又は１㎝線量当量につ

いて行うものとするが、７０μm線量当量率が１㎝

線量当量率を超えるおそれのある場所又は７０μm

線量当量が１㎝線量当量を超えるおそれのある場

所においては、それぞれ７０μm線量当量率又は

７０μm線量当量について行わなければならない。

Ｃ 測定を行ったときは、その都度、測定日時、測

定結果等所定の事項を記録し、これを５年間保存

しなければならない。

Ｄ 測定の結果は、見やすい場所に掲示する等の方

法により、管理区域に立ち入る労働者に周知させ

なければならない。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１８ エックス線装置構造規格に基づき特定エックス線装

置の見やすい箇所に表示しなければならない事項に該

当するものは次のうちどれか。

（１）製造者名

（２）製造番号

（３）設置年月

（４）エックス線管の遮へい能力

（５）エックス線作業主任者の氏名



問１９ 放射線装置室内でエックス線の照射中に、遮へい物

が破損し、かつ、直ちに照射を停止することが困難で

ある事故が発生し、事故によって受ける実効線量が１５

mSvを超えるおそれのある区域が生じた。

このとき講じた次のＡからＤまでの措置について、

法令上、正しいものの組合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 当該区域を標識によって明示し、放射線業務従

事者以外の労働者について、当該区域への立入り

を禁止した。

Ｂ 事故が発生したとき、速やかに、その旨を所轄

労働基準監督署長に報告した。

Ｃ 事故が発生したとき当該区域内にいた労働者に

ついては、実効線量及び等価線量が法定の被ばく

限度を超えていない者を除き、速やかに、医師の

診察又は処置を受けさせた。

Ｄ 労働者が当該区域内にいたことによって、又は

緊急作業に従事したことによって受けた実効線量、

眼の水晶体及び皮膚の等価線量その他所定の事項

を記録し、これを５年間保存することとした。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問２０ エックス線による非破壊検査業務に従事する労働者

１０人を含む３５０人の労働者を常時使用する製造業

の事業場の安全衛生管理体制として、法令に違反する

ものは次のうちどれか。

（１）安全衛生推進者を選任していない。

（２）総括安全衛生管理者を選任していない。

（３）衛生管理者は、第一種衛生管理者免許を有する者

のうちから２人選任している。

（４）選任している産業医は、事業場に専属の者ではない。

（５）安全委員会と衛生委員会の設置に代えて、安全衛

生委員会を設置している。

（午前終り）

ｴｯｸｽ線Ａ

５／５



エックス線作業主任者試験Ｂ
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（エックス線の測定に関する知識）

問 １ Ｃoの標準線源を用いて線源から１ｍの位置で積算６０

モードで校正された電離箱式サーベイメータは、その

指針がフルスケールまで振れる時間が２１分５０秒で

あった。

このサーベイメータを用いて、ある場所で、エック

ス線の測定を行ったところ、フルスケールになるのに

３分２０秒かかった。

この場所における１㎝線量当量率に最も近い値は次

のうちどれか。

ただし、この標準線源から１ｍ離れた場所における

空気カーマ率は２.５×１０ Gy/ｈで、校正に用いた－５

Ｃoのガンマ線の空気カーマから１cm線量当量への６０

換算係数は１.１Sv/Gyとする。

また、測定したエックス線に対するサーベイメータ

の校正定数は０.９４とする。

（１）１３０μSv/ｈ

（２）１５０μSv/ｈ

（３）１７０μSv/ｈ

（４）１９０μSv/ｈ

（５）２１０μSv/ｈ

問 ２ 放射線の量とその単位に関する次の記述のうち、正

しいものはどれか。

（１）吸収線量は、間接電離放射線の照射により、単位

質量の物質に付与されたエネルギーで、単位はＪ/㎏

で、その特別な名称としてＳvが用いられる。

（２）カーマは、直接電離放射線が物質中を通過する際、

その飛跡に沿った単位長さ当たりに付与されたエネ

ルギーで、単位はＪ/ｍで、その特別な名称として

Ｇyが用いられる。

（３）照射線量は、直接電離放射線の照射により、単位

質量の物質中に生成された正又は負の電荷の総和を

表し、単位はＣ/㎏である。

（４）等価線量は、人体の特定の組織・臓器の吸収線量

に、放射線の種類とエネルギーに応じて定められた

放射線荷重係数を乗じたもので、単位はＪ/kgで、

その特別な名称としてＳvが用いられる。

（５）eＶ(電子ボルト)は、荷電粒子の電荷を表す単位

として使用され、１eＶは約１.６×１０ Ｃに相当－１９

する。

問 ３ 放射線防護のための被ばく線量の算定に関する次の

ＡからＤまでの記述について、正しいもののすべての

組合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 外部被ばくによる実効線量は、放射線測定器を

装着した各部位の１㎝線量当量及び７０μm線量

当量を用いて算定する。

Ｂ 皮膚の等価線量は、エックス線については７０

μm 量当量により算定する。線

Ｃ 眼の水晶体の等価線量は、放射線の種類及びエ

ネルギーに応じて、１cm線量当量又は７０μm 線量

当量のうちいずれか適切なものにより算定する。

Ｄ 妊娠中の女性の腹部表面の等価線量は、腹・大

腿部における７０μm 当量により算定する。線量
たい

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ，Ｄ

（３）Ａ，Ｄ

（４）Ｂ，Ｃ

（５）Ｂ，Ｃ，Ｄ

問 ４ 放射線の測定の用語に関する次の記述のうち、誤っ

ているものはどれか。

（１）放射線が気体中で１対のイオン対を作るのに必要

な平均エネルギーをＷ値といい、放射線の種類やエ

ネルギーにあまり依存せず、気体によりほぼ一定の

値をとる。

（２）積分型の測定器において、放射線が入射して作用

した時点からの時間経過とともに、線量の読み取り

値が減少していくことをフェーディングという。

（３）ＧＭ計数管の動作特性曲線において、印加電圧の

変動が計数率に影響を与えない領域をプラトーとい

い、ＧＭ計数管は、通常、この領域の中央部より少

し低い印加電圧で使用する。

（４）熱ルミネセンス線量計で放射線を測定するとき、

熱蛍光量を横軸に、線量を縦軸にとり、両者の対応

関係を示した曲線をグロー曲線といい、これを用い

て線量を読み取る。

（５）計測器がより高位の標準器又は基準器によって次

々と校正され、国家標準につながる経路が確立され

ていることをトレーサビリティといい、放射線測定

器の校正は、トレーサビリティが明確な基準測定器

又は基準線源を用いて行う必要がある。



問 ５ 放射線検出器とそれに関係の深い事項との組合せと

して、誤っているものは次のうちどれか。

（１）電 離 箱 …………………… 飽和領域

（２）比例計数管 …………………… ガス増幅

（３）ＧＭ計数管 …………………… 消滅ガス

（４）半導体検出器 ………………… 空乏層

（５）シンチレーション検出器 …… Ｇ 値

問 ６ エックス線の測定に用いるサーベイメータに関する

次の記述のうち、正しいものはどれか。

（１）電離箱式サーベイメータは、取扱いが容易で、測

定可能な線量の範囲が広いが、他のサーベイメータ

に比べ方向依存性が大きく、また、バックグラウン

ド値が大きい。

（２）ＮaI(Tl)シンチレーション式サーベイメータは、

感度が良く、自然放射線レベルの低線量率の放射線

を検出することができるので、施設周辺の微弱な漏

えい線の有無を調べるのに適している。

（３）ＧＭ計数管式サーベイメータは、方向依存性が小

さく、線量率は５００mSv/ｈ程度まで効率良く測定

できる。

（４）ＧＭ計数管式サーベイメータは、他のサーベイメ

ータに比べエネルギー依存性は小さいが、湿度の影

響を受けやすく、機械的な安定性が十分でない。

（５）半導体式サーベイメータは、エネルギー依存性が

小さく、３０keV以下の低エネルギーのエックス線

の測定に適している。

問 ７ 計数管を用いたサーベイメータによる測定に関する

次の文中の 内に入れるＡからＣの語句の組合せ

として、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

「計数管の積分回路の時定数を Ａ すると、指針

のゆらぎが小さくなり、指示値の相対標準偏差は Ｂ

なるが、応答は Ｃ なる。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）大きく 大きく 遅く

（２）小さく 小さく 速く

（３）大きく 小さく 速く

（４）小さく 大きく 遅く

（５）大きく 小さく 遅く

ｴｯｸｽ線Ｂ

２／４

問 ８ ＧＭ計数管式サーベイメータによりエックス線を測

定し、１０００cpsの計数率を得た。

ＧＭ計数管の分解時間が２００μｓであるとき、数え

落としの値(cps)は次のうちどれか。

（１）２５０

（２）２００

（３）１７０

（４） ５０

（５） ２０

問 ９ 次のＡからＤまでの放射線測定器のうち、着用中に

随時線量を確認できるものの組合せは(１)～(５)のう

ちどれか。

Ａ フィルムバッジ

Ｂ 電離箱式ＰＤ型ポケット線量計

Ｃ 半導体式ポケット線量計

Ｄ 光刺激ルミネセンス線量計

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１０ 熱ルミネセンス線量計(ＴＬＤ)と蛍光ガラス線量計

(ＲＰＬＤ)に関する次のＡからＤまでの記述について、

正しいものの組合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 素子として、ＴＬＤではフッ化リチウム、硫酸

カルシウムなどが、ＲＰＬＤでは銀活性リン酸塩

ガラスが用いられる。

Ｂ 線量読み取りのための発光は、ＴＬＤでは加熱

により、ＲＰＬＤでは緑色レーザー光照射により

行われる。

Ｃ 線量の読み取りは、ＲＰＬＤでは繰り返し行う

ことができるが、ＴＬＤでは線量を読み取ると素

子から情報が消失してしまうため、１回しか行う

ことができない。

Ｄ ＲＰＬＤの素子は１回しか使用することができ

ないが、ＴＬＤの素子はアニーリング処理を行う

ことにより、再度使用することができる。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ



（次の科目が免除されている方は、問１１～問２０は解答し

ないで下さい。）

（エックス線の生体に与える影響に関する知識）

放射線感受性に関する次の記述のうち、正し問１１ 細胞の

いものはどれか。

（１）細胞分裂の周期の中で、Ｓ期( Ａ合成期)後期ＤＮ

は、Ｍ期(分裂期)より放射線感受性が低い。

（２）細胞分裂の周期の中で、Ｇ 期(ＤＮＡ合成準備１

期)後期は、Ｇ 期(分裂準備期)初期より放射線感２

受性が低い。

（３）皮膚の角質層の細胞は、基底細胞より放射線感受

性が高い。

（４）小腸の絨毛先端部の細胞は、腺窩細胞(クリプト
じゅう せ ん か

細胞)より放射線感受性が高い。

（５）細胞に放射線を照射したとき、吸収線量を横軸に、

細胞の生存率を縦軸にとりグラフにすると、バクテ

リアではシグモイド型となり、哺乳動物細胞では指
ほ

数関数型となる。

問１２ 人が一時に全身にエックス線の照射を受けた場合の

急性放射線症に関する次のＡからＤまでの記述につい

て、正しいものの組合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ １～２Ｇy程度の被ばくで、放射線宿酔の症状

が現れることがある。

Ｂ ３～５Ｇy程度の被ばくによる死亡は、主に消化

器官の障害によるものである。

Ｃ １００Ｇy以上の被ばくによる死亡は、主に中枢

神経系の障害によるものである。

Ｄ 被ばくした全員が６０日以内に死亡する線量の

最小値は、約４Ｇyであると推定されている。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

ｴｯｸｽ線Ｂ

３／４

問１３ 次のＡからＤまでの成人の人体の組織について、放

射線に対する感受性の高いものから低いものへと順に

並べたものは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 毛 の う

Ｂ 甲 状 腺
せん

Ｃ 結合組織

Ｄ 腸 粘 膜

（１）Ａ, Ｄ, Ｃ, Ｂ

（２）Ｂ, Ｃ，Ｄ, Ａ

（３）Ｂ，Ｄ, Ａ, Ｃ

（４）Ｄ, Ａ，Ｂ, Ｃ

（５）Ｄ, Ｃ, Ｂ，Ａ

問１４ 放射線による身体的影響に関する次のＡからＤまで

の記述について、正しいものの組合せは(１)～(５)の

うちどれか。

Ａ 眼の被ばくで起こる白内障は、早期影響に分類

され、その潜伏期は３～４週間であるが、被ばく

線量が多いほど短い傾向にある。

Ｂ 細胞再生系の組織が被ばくした場合、早期影響

の潜伏期の長さには、幹細胞が分裂し成熟するま

での時間と成熟細胞の寿命が関係する。

Ｃ 晩発影響である白血病の潜伏期は、その他のが

んに比べて一般に短い。

Ｄ 晩発影響の重篤度は、被ばく線量に依存する。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１５ 放射線の被ばくによる確率的影響と確定的影響に関

する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（１）確定的影響では、被ばく線量と影響の発生確率と

が比例関係にある。

（２）確率的影響では、被ばく線量と影響の発生確率と

の関係がシグモイド曲線で示される。

（３）しきい線量は、確定的影響には存在するが、確率

的影響には存在しないと考えられている。

（４）遺伝的影響は、確定的影響に分類される。

（５）確定的影響の発生確率は、実効線量により評価さ

れる。



問１６ エックス線被ばくによる造血器官及び血液に対する

影響に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ

か。

（１）赤色骨髄は、造血機能をもち、放射線感受性がき

わめて高い。

（２）末梢血液中の血球は、一般に造血器官中の未分化
しょう

な段階のものより放射線感受性が低いが、リンパ球

は末梢血液中でも放射線感受性が高く、被ばく直後

から減少が現れる。

（３）末梢血液の有形成分のうち、被ばく後減少が現れ

るのが最も遅いものは赤血球である。

（４）人の末梢血液中の血液成分の変化は、２５μGy程

度の被ばくから認められる。

（５）人が全身にＬＤ に相当する線量を被ばくした５０/６０

ときの主な死因は、造血器官の障害である。

問１７ 放射線の生体に対する影響に関する次のＡからＤま

での記述について、正しいものの組合せは(１)～(５)

のうちどれか。

Ａ 線量率効果とは、同一線量の放射線を照射した

場合でも、線量率の高低によって、生体への影響

の大きさが異なることをいう。

Ｂ 平均致死線量は、被ばくした集団中の個体の５０

％が一定期間内に死亡する線量であり、動物種の

放射線感受性を比較するときなどに用いられる。

Ｃ 酸素増感比（ＯＥＲ）は、生体内に酸素が存在

しない状態と存在する状態とで同じ生物学的効果

を与える線量の比により、酸素効果の大きさを表

したものである。

Ｄ 生物学的効果比（ＲＢＥ）は、基準となる放射

線と問題にしている放射線について、各々の同一

線量を被ばくしたときの集団の生存率の比により、

線質の異なる放射線の生物学的効果の大きさを表

したものである。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

ｴｯｸｽ線Ｂ

４／４

問１８ 放射線による遺伝的影響に関する次のＡからＤまで

の記述について、正しいものの組合せは(１)～(５)の

うちどれか。

Ａ 遺伝的影響の原因となる生殖細胞の突然変異に

は、遺伝子突然変異と染色体異常がある。

Ｂ 小児が被ばくした場合にも、遺伝的影響が生じ

る可能性がある。

Ｃ 遺伝的影響は、被ばくした個体の次の世代に現

れなければ、それ以降の世代に現れる可能性はない。

Ｄ 放射線照射により、突然変異率を自然における

値の２倍にする線量を倍加線量といい、その値が

大きいほど遺伝的影響は起こりやすい。

（１）Ａ, Ｂ

（２）Ａ, Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ, Ｄ

問１９ 放射線によるＤＮＡの損傷と修復に関する次の記述

のうち、誤っているものはどれか。

（１）ＤＮＡ損傷には、塩基損傷とＤＮＡ鎖切断がある。

（２）ＤＮＡ損傷は、細胞死や突然変異を誘発する。

（３）ＤＮＡ鎖切断のうち、二重らせんの片方だけが切

れる１本鎖(単鎖)切断の発生頻度は、両方が切れる

２本鎖(二重鎖)切断の発生頻度より高い。

（４）細胞には、ＤＮＡ損傷を修復する機能があり、修

復が誤りなく行われれば、細胞は回復し、正常に増

殖を続ける。

（５）ＤＮＡ鎖切断のうち、２本鎖切断はＤＮＡ鎖の組

換え現象が利用されるため、１本鎖切断に比べて容

易に修復される。

問２０ 胎内被ばくに関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）着床前期の被ばくでは胚の死亡が起こりやすいが、
はい

被ばくして生き残った胚から成長し出生した子供に

は、被ばくによる影響はみられない。

（２）器官形成期の被ばくでは、奇形が生じるおそれが

ある。

（３）胎内被ばくにより胎児に生じる奇形は、確定的影

響に分類される。

（４）胎児期の被ばくでは、出生後、身体的な発育遅滞

のほか、精神発達遅滞が生じるおそれがある。

（５）胎内被ばくを受け出生した子供にみられる発育遅

滞は、確率的影響に分類される。

（終 り）


